
令和５年度 評価 

 園全体としての行事 園内研修 保育内容の公開 小学校との接続 地域の関係機関との連携 保育目標・ねらい 

今
年
度
の
評
価
点 

・5 月からコロナ感染症が 5 類

になり、行事がほぼ以前のよ

うにでるようになった為、家

庭との交流の場が増えた。 

・家庭に園での様子を知って

もらう機会になり、共に子ど

もの育ちを喜び合える場にな

った。子どもの育ちも知って

もらう機会になった。 

・保護者同士の交流の場にな

った。 

・行事の内容を整理して行っ

たのは良かった。 

・外部講師が、クラスに入って気持ちの把握

がしにくい子どもの様子を観察してケース

会議にてアドバイスをしてくれたので参考

になった。 

・学童会議で、これまでの保育園での育ちを

改めて理解でき子どもとの関わり方の手掛

かりになった。 

・気がかりのある子の研修で、違うクラスの

子の様子が分かり、関わる時にどうするとい

いのか手掛かりになった。また、各クラスで

の支援だけでなく園全体で保育をしていこ

うと捉える場になった。 

・救命救急講習を受け、AED や心肺蘇生やり

方の実技をしてとても参考になった。 

・給食会議でクラス内だけでなくみんなで話

し合いアドバイスをもらえ参考になった。 

・他のクラスの様子や職員間の連携を話し合

い保育を振り返る中で、自分の保育を見直す

機会になった。 

・ホームページや動画、行事にて

保育を知ってもらった。 

・ドキュメンテーションで日々の

保育を伝え、玄関だけでなく家庭

でも見てもらえるようにしてい

る。 

・交通安全のねらいを家庭に伝え

た。 

・親子で保育参加の機会を持っ

た。 

・移行支援が必要な子の話し合

いが４月に担任が決まってから

行えた。又、地区外に就学する

子は 3 月に行った。小学校によ

っては移行支援の前に園での子

どもの様子を見てもらってから

行えた。移行支援が必要ではな

い子も連絡会にて、詳細に伝え

るようにした。 

・新 1 年生の小学校生活を見学

させてもらい、その後担任と様

子を話し合い情報交換と共に、

子どもの成長や課題を話し合っ

た。 

・小学校の 1 年生の担任が園へ

観察に来られた時に、10 の育ち

を踏まえて園で見て欲しい子ど

もの育ちを伝え、見取りシート

をもらった。 

 

・文化祭に 5 歳児が太鼓で

出演し、園児の家庭以外の人

にも見てもらえた。 

・本山でののゑ女法要で、地

域ののゑ女保存会の人や他

の保育園児とお参りをした。 

・南越特別支援学校の生徒

が来園し、プレゼントをもら

ったり話したりして交流を

持った。 

・自分で好きなことを見つ

けて取り組もうとする 

・自然や物などいろいろな

ことに興味を持ち、知ろう

としたり、試したりする 

・できないことにもやって

みようとする 

・食事のマナーを身につけ

る 

・スプーンや箸を正しく持

とうとする 

・姿勢よく座る 

・茶碗などを持って食べる 

 

 

 

今
年
度
の
課
題
点 

・未満児の行事参加の仕方と、

2 部制にするのか全園児一緒に

するのかに悩み試行錯誤した。 

・２部制など分けてする場合、

兄弟で参加時間が違う時にど

う対応するのがいいのか、その

時々で考えた。 

・人権、安全教育、ヒヤリハット等の研修

があまり持てなかった。 

・感染症対策の実技研修の場が持てなかっ

た。 

・動画で保育を見てもらう、知って

もらう機会がクラスによって差が

あった。 

・未満児の保育参加の機会があまり

持てなかった。 

・交通安全のねらいを伝えたが、家

庭への意識につながっていない。 

・小学校に入る機会が体験入学

しかなかったので、子どもと小

学校の距離が近くなるような機

会が増えると良い。 

・地産地消の生産者との交

流を持てると良い。 

 

・主体的に子どもが取り組

む姿、心動されている姿を

保育者が見とって寄り添

った関わりができていた

か。 

・保護者への伝え方をもっ

と具体的にしないと分か

らず「できている」と思っ

ている家庭もあった。 

次
年
度
に
改
善
し
た
い
点 

・行事を全園児で行うものを取

り入れていく中で、親子の人数

調整を内容や場所に合わせて

考えていく。 

・人権、安全教育、ヒヤリハット等の研修を

全職員参加で実施する。 

・食育に関しては、保護者への啓蒙を続けて

いく。 

・保健計画を見直し、研修に取り入れていく。 

・保育参加の機会を持っていく。

食事を一緒にしてもらう、触れ合

い遊びを一緒に楽しんでもらう等

の保育の中で保護者に知ってもら

いたいところにポイントを持つ。

又、保護者間の交流の場になるこ

とも考えていく。 

・安全、保健計画をもっと保護者

に伝え、共に進められるようにし

ていく。 

・子どもにとって小学校が身近

な所に感じられるように、交流

の場が増えるよう小学校へアプ

ローチしていく。 

・駐在所や公民館など、地域

の公共の場を見学したり、話

したりする場を持っていく。 

・引き続き事例を書き、保

育の語り合いをして保育

を振り返り、自分の保育の

向上を目指していく。 

・家庭にどうすると分かり

やすいかを検討しながら、

保護者の様子に合わせて

対応していく。 

 


